
市民シンポジウム

介護保険の
「今」と
「これから」を考える

（ ）２０１３年６月３０日 日
１０：００～１２：００

３Ｆ全日空ホテル札幌
（札幌市中央区北３西１）

★終了後、会場前から「安心できる介護制度の実

現」をアピールするパレードを行います。

＊事前申込みは不要です。参加費 ５００円

メインゲスト

服部 万里子さん
立教大学前教授・長寿社会文化協会理事長・

服部メディカル研究所所長

（シンポジストには、利用者ご家族、ヘルパー、事業者の方

々を予定しております）

呼びかけ

（略称：介護に笑顔を！道連絡会）介護される人もする人も、みんな笑顔に！北海道連絡

共同代表 石井秀夫（特養かりぷあつべつ総合施設長） 松原 清（福祉保育労働組合道本部委員長）

札幌市北区北１４西３ 北海道民医連気付 TEL(011)758-4585 FAX(011)716-3927 kaigo@dominiren.gr.jp

「家族を介護から解放する」ことをう

たい文句にしてスタートした介護保険制

度。残念ながら、この１３年間は「３年

ごとに引きあがる介護保険料 「減らな」

い介護難民 「実態にあわない介護認定」

・支給限度額 「職員が働き続けられな」

い低賃金・労働条件の放置」などなど、

解決されない問題が改善されないどころ

、 。か むしろ拡大している面さえあります

さらに政府は来年度以降、軽度認定者

を保険から外し、利用料の２倍化、ケア

プラン作成の有料化など、利用者・高齢

者、介護事業者の願いに逆行する施策を

実施しようとしています。

今介護の現実を共有するとともに、政

府が「地域包括ケア」の名の下にすすめ

ようとしている政策の中味を知り 「介、

護のこれから」を考え、そして市民に広

くアピールする市民シンポジウムとパレ

ードを開催いたします。

どなたでも自由にご参加いただけま

す。どうぞお気軽にご来場下さい。


